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 要  旨 
近年、協調無線通信は無線通信の研究テーマの一つとして注目されている。復号転送プロトコ
ル(DF)や増幅伝送プロトコル(AF)のような多数の協調リレープロトコルが提案されている。さら
なる性能を改善のため、DF 型と AF 型中継プロトコルに基づく選択リレープロトコルと再生プロ
トコルが提案された。実際の無線通信ネットワークにおいては、多くの場合送信ノードと受信ノ
ードの間で利用可能な中継ノードが一つ以上存在する。このような複数の中継ノードを利用する
転送手法を検討する必要がある。既存手法の１つである分散型ビーム形成手法は、送信ノードと
複数の中継ノードのビーム形成利得を利用できる。しかし、この手法では位相同期をとることが
難しく、無線ハードウェアの変更も必要となる。 
一方で、オポチュニスティック中継手法では同じダイバーシチ多重化トレードオフ利得を得る
ことができるため、分散型時空間符号化中継方式の処理が非常に簡単である。このオポチュニス
ティック中継手法では、利用可能な全てのノードから瞬時パス状態の最も良いノードを中継ノー
ドとして選択し、その他のノードは待機状態をキープする。この手法の簡単さと有効性を利用す
るため、本研究ではオポチュニスティック中継に基づいた中継手法を提案する。提案手法を区別
するため、本稿では従来の中継手法をオポチュニスティックシングル中継手法と呼ぶ。 
本研究では、クラスタ構成とオポチュニスティック中継を組み合わせて考え、従来のオポチュ
ニスティックシングル中継手法より高い送受信キャパシティを得ることを目標とする。中継クラ
スタでは、最も良い受信ノードと最も良い送信ノードが中継ノードとして選択される。中継クラ
スタをマルチアンテナ中継として考え、選択ダイバーシチを利用する。オポチュニスティック中
継手法のシミュレーションでは、中継ノードがすでに組み合わせられた状態を仮定する。ネット
ワークではクラスタの仕組みがないため、隣接支援オポチュニスティック中継手法を提案し、シ
ミュレーション評価を行った。隣接支援オポチュニスティック中継手法はオポチュニスティック
中継手法と同等のダイバーシチ利得を提供できる。シミュレーション結果より、提案手法はダイ
バーシチ利得を利用することで、より良い瞬断率とチャネルキャパシティ特性を得られることを
確認られる。 
 
